
調調査査のの概概要要
平城宮の東には、南北750ｍ東西250ｍの張り出し部があり、
その南半部（南北350ｍ）を東院地区と呼んでいます。都城発
掘調査部（平城地区）では、2006年度からの５ヶ年計画で、東
院地区の継続的な調査をおこなっており、今回、その中枢部に
はじめて発掘調査のメスをいれました。
調査の結果、東院地区の内郭ともいうべき中枢部分を囲う区
画施設を確認しました。この区画施設は、東院内郭の西側・南
側、およびそのコーナーにあたると考えられることから、東院

の中心施設は今回の調査区の北東方向に展開したことがほぼ確
実になりました。今後、この地区の調査をさらに進めていくこ
とで、東院を構成した多くの建物群やその中心施設の発見が期
待されます。
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① 第421次調査区全景写真（奥に朱雀門をのぞむ）



② 東院内郭を囲う区画施設（柱は推定位置）

③ 西南端部の状況

④ 石組溝

⑤ 第401次調査で検出した建物 ⑥ 第292次調査で検出した柱穴群

第421次調査区と近隣調査区
（番号は写真撮影方向）


